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巻　頭　言

　自動車とはautomobileの訳である。autoは自己・自
律という意味でmobileはクルマである。autoの含意は，
内燃機関駆動力の獲得による，御者が馬をなんとか操
っていた馬車から，運転者が自律的に自動車を操縦す
ることにある。ヒトの運転による操縦がもたらす人的
ミスを減らし，その負担軽減を目指して，「操縦の自
動化」を実現するのが，近年の文脈の自動運転（vehicle 

automation）である。
　ヒトの操縦は，認知・判断・操作からなるので，自
動運転ではこれらを自動化しないといけない。センサ，
人工知能，アクチュエータがコア技術となるゆえんで
ある。
　道路交通において重要なことは，他の車両や自転車，
歩行者など多くの参加者と適切に共存し，安全に円滑
に交通社会を形成しなければならないことにある。運
転免許制度，車両の保安基準と車検制度，万一の事故
のための保険制度，道路交通法などに定める交通ルー
ル，道路整備費用の受益者負担や高速料金など，さま
ざまな社会制度が用意されている。自動車を使った輸

送・運送を業態とする産業が，適正な競争市場と社会
的安全性やサービスの安定性を確保するために，貨物
輸送，旅客輸送，それぞれに対して，許認可制度や第
2種運転免許制度などによる適切な規制，管理も求め
られる。
　細長いインフラである道路は，土地の起伏や地勢，
さらにとくに都市・市街部などでは土地利用にも影響
され，様々なカーブや登り降り形状がある。また，複
数の道路は複雑な道路ネットワークを形成し，その相
互の接続方式（インターチェンジやジャンクションな
どの立体交差，交通信号制御や無信号の平面交差部，
さらには近年注目されている環状交差点＝ラウンドア
バウトなど）やその形状も千差万別である。
　自動車工学の泰斗・井口雅一東大名誉教授は，夜，
道を走る自動車がヘッドライトを頼りに，ごく狭い範
囲に光を照らしながら走る車両を，まるでこの光を触
覚に見立てて動く虫に喩えたことがある。このような
状態の自動車は，極めて限定的な物理空間範囲を認知
しつつ漆黒の闇をさまようようなものであり，要素間

の相互作用は極めて薄弱である。
　ITS （Intelligent Transport Systems）は，こうした
自動車の大きな課題を改善・解決するため，デバイス・
センサ技術や放送・通信技術の進展を積極的に自動車，
あるいは道路インフラなども含めたシステム全体に導
入し，抜本的に交通の円滑と安全性の向上させる取組
みの総称として，日本から提案された概念である。
1995年，横浜で開催された第2回ITS世界会議年次大会
から普及・定着した。自動運転研究開発は，当初から
大きな関心を呼び，California PATHや（当時）建設
省土木研究所などでも熱心に検討されたが，時期尚早
であった。
　今の自動運転ブームは，デジタル化・通信技術高度
化，計算機速度の飛躍的向上，機械部品の塊だった自
動車の電子化・情報化の推進などが，技術的可能性を
高めたことも要因の一つであるが，それと共に，これ
を受入れる社会情勢の転換も見逃せない。様々なシェ
アリング・ビジネスの普及，少子高齢化人口減少によ
る労働力不足やスキルの低下，金融・決済の情報化，
自動車技術の飽和によるコモディティ化などが，自動
車OEMの個人消費者向け耐久消費財売り切りのビジ
ネスからの転換や，運転に携わる人手不足による自動
化技術の渇望，無人化による過疎地や郊外部の公共交
通サービス可能性などが期待されている。

　したがって自動運転の実現には，まず，センサや通
信など要素技術の基本特性は極めて重要である。たと
えば，高速安定化や，明るさのダイナミックレンジに耐
えうる画像センシング技術，準天頂衛星などGNSSの精
度向上，シームレスに信頼性高く繋がる通信技術など
も高度に要求される。併せて，AI研究の推進や大量デ
ータの蓄積と活用により，知的な判断，挙動を高速で
実現する技術も必要である。さらに，歩行者や自転車
なども共存する道路交通社会で機能するよう，ヒトとの
関係性構築（広義のHMI：Human-Machine Interface）
も求められる。自動化が進めば進むほどHMIの重要性
は増す，という矛盾が潜んでおり，簡単な解決手段は
なく，地道な人間理解の努力が必要である。
　ITSあるいは道路交通に関わる技術分野は総合工学
であるが，通信による情報交換やセンシング情報の収
集・加工を担う車載器や路側機が果たすべき役割は大
きい。情報処理に関わるデータ量爆発と高速化は，将
来の新たな可能性であると共に，データ洪水に呑み込
まれて何ができるか，何をしたいか明確でなくなる危
険性もはらんでいる。多様な情報源，通信手段の持つ
長所短所を踏まえつつ，ニーズに的確に対応する効果
的・効率的な組合せを見出すソリューションが求めら
れよう。
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